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彦根城博物館だより彦根城博物館だより

喜き

多た

流
り
ゅ
う

謡
う
た
い

本ぼ
ん　

三
十
冊　
　
　
　
　
　
　

当
館
蔵

資

料

紹

介

一
冊
に
五
曲
、
計
百
五
十
曲
を
収
め
た
喜

多
流
の
謡
本
。
謡
本
と
は
、
謡よ

う

曲き
ょ
く

の
詞
章
を

記
し
、
そ
の
右
側
に
旋
律
や
拍
子
を
指
示
す

る
符
号
を
記
し
た
譜
本
の
一
種
で
す
。

こ
の
謡
本
は
、
箱
蓋
裏
の
墨
書
か
ら
、
喜

多
流
宗
家
八
世
で
あ
る
親ち

か

能よ
し

直
筆
と
考
え

ら
れ
る
品
で
す
。
世せ

い

子し

時
代
に
親
能
に
入
門

し
、
喜
多
流
の
能
を
愛
好
し
た
十
代
直な

お

幸ひ
で

（
一
七
三
一
～
一
七
八
九
）
が
、
祐ゆ

う

筆ひ
つ

の
平
石
惣
九

郎
に
命
じ
て
入
手
さ
せ
ま
し
た
。
藩
主
の
謡

本
に
ふ
さ
わ
し
く
、
表
紙
は
紺
地
雲
繋
文
様

の
裂き

れ

、
題
箋
は
金
砂
子
で
青
海
波
と
霞
を
表

し
た
料
紙
、
見
返
し
も
箔
散
ら
し
と
す
る
豪

華
な
装
幀
と
な
っ
て
い
ま
す
。
井
伊
家
と
喜

多
流
の
繋
が
り
を
示
す
作
例
の
ひ
と
つ
で
す
。

＊
本
作
品
は
テ
ー
マ
展
「
井
伊
家
と
能
―
大
名
文

化
の
精
華
―
」
で
展
示
し
ま
す
。
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ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

年

展

示

案

内

３
月
～

月
６

2025

●
●　

常
設
展
示　

●
●

安あ
ん

政せ
い

五
年
（
一
八
五
八
）、
井
伊
家
十
三
代
直な

お

弼す
け

の
息
女
弥や

千ち

代よ

（
一
八
四
六
～
一
九
二
七
）
は
、

高た
か

松ま
つ

藩は
ん

松ま
つ

平だ
い
ら

家け

世せ
い

子し

頼よ
り

聡と
し

に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
婚

礼
に
際
し
、
大
揃
え
の
婚
礼
調
度
と
と
も
に
雛

と
雛
道
具
が
調
え
ら
れ
ま
し
た
。

弥
千
代
の
雛
は
、
近
年
、
劣
化
が
進
み
、
展

示
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
度
、
念
願
の
修
理
を
実
施
で
き
ま
し
た
。
本

展
で
は
、
そ
の
お
披
露
目
を
兼
ね
て
、
弥
千
代

の
雛
と
雛
道
具
を
、
地
元
の
旧
家
伝
来
の
古こ

今き
ん

雛び
な

や
御ご

殿て
ん

飾
り
と
と
も
に
公
開
し
ま
す
。

雛
と
雛
道
具

特別公開

22
2／

展
示
室
１

土

16
3／

日

弥
千
代
の
雛
道
具

■
日
時　

４
月
26
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講
師　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

弥
千
代
の
雛

近
世
初
期
風
俗
画
の
傑
作
「
彦
根
屛
風
」。

舞
台
は
江
戸
時
代
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～

四
四
）
頃
の
京
の
遊ゆ

う

里り

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

小こ

袖そ
で

や
髷ま

げ

、
煙き

せ
る管

や

洋
犬
な
ど
の
華
や
か

な
風
俗
、
毛
筋
の
一

本
一
本
に
至
る
ま
で

表
現
す
る
緻
密
な
筆

致
、
金
地
を
背
景
と

す
る
洗
練
さ
れ
た
構

図
、
琴き

ん

棋き

書し
ょ

画が

や
謡よ

う

曲き
ょ
く

「
芭ば

蕉し
ょ
う

」
な
ど
、

機
知
あ
ふ
れ
る
「
見

立
て
」、
全
体
を
覆
う

静
寂
な
ど
、
多
様
な

魅
力
に
あ
ふ
れ
る
世

界
を
堪
能
く
だ
さ
い
。

国
宝
・
彦
根

風

24
４／

展
示
室
１

13
5／

火

風
俗
図
（
彦
根
屛
風
）

■
日
時　

2
月
22
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講
師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク ＊

３
月
11
日
（
火
）
は
休
館

＊
関
連
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
当
館
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
22
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講
師　

茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

能
が
幕
府
の
式
楽
に
定
め
ら
れ
た
江
戸
時

代
、
諸
藩
も
役
者
を
召
し
抱
え
て
盛
ん
に
演
能

を
行
い
ま
し
た
。
彦
根
藩
井
伊
家
に
お
い
て
も

喜
多
流
の
能
が
浸
透
し
、
当
主
や
そ
の
子
弟
、

家
臣
ら
も
謡
や
鼓
な
ど
を
嗜
ん
だ
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
十
代
直
中
の
時
に
は
、
能
役

者
の
召
し
抱
え
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
は
表
御
殿

や
槻
御
殿
な
ど
に
舞
台
も
建
設
さ
れ
、
頻
繁
に

能
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
大
名
家
と

能
の
関
わ
り
を
、
華
や
か
な
能
道
具
、
井
伊
家

伝
来
の
古
文
書
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

井
伊
家
と
能

　
　
　

― 

大
名
文
化
の
精
華 

―

木・祝

テーマ展

20
3／

展
示
室
１

20
4／

日

能
装
束

　
　

紅
萌
葱
茶
段
流
水
に
菊
文
様
唐
織

能
役
者
由
緒
帳

■
日
時　

５
月
17
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講
師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

湖
東
焼
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
彦
根
で
焼
か

れ
た
や
き
も
の
で
す
。
商
人
絹
屋
半
兵
衛
ら
が

開
窯
し
、
後
に
彦
根
藩
が
召
し
上
げ
て
直
営
化

し
、
井
伊
家
十
二
代
直な

お

亮あ
き

と
十
三
代
直な

お

弼す
け

の
も

と
で
黄
金
期
を
迎
え
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
井

伊
家
伝
来
品
と
、
新
た
に
寄
贈
を
受
け
た
湖
東

焼
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、
湖
東
焼
の

蒐
集
と
研
究
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

湖
東
焼
賞
玩

　
　
　

― 

蒐
集
と
研
究
の
軌
跡 

―

テーマ展

16
5／

展
示
室
１

21
7／

青
磁
牡
丹
陰
刻
文
花
生

（
鈴
木
仙
太
朗
氏
寄
贈
）

特別公開

＊
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
４
頁
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

木

月・祝

金

大
名
と
茶
の
湯

― 

井
伊
家
伝
来

茶
道
具
名
品
選 

―

表
千
家
同
門
会 

全
国
大
会
開
催
記
念

特集展示

16
5／

展
示
室
５
・
６

17
6／

大
名
物　

宮
王
肩
衝
茶
入

金

火

＊
６
月
19
日
（
木
）
～
20
日
（
金
）
は
休
館

＊
関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
４
頁
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。



画
人
と
し
て
の
森
川
許
六

画
人
と
し
て
の
森
川
許
六

森も
り

川か
わ

許き
ょ

六り
く

（
一
六
五
六
～
一
七
一
五
）
は
、
知

行
が
三
百
石
の
中
級
ク
ラ
ス
の
彦
根
藩
士
で
、

元
禄
か
ら
宝
永
期
に
活
躍
し
た
俳
人
で
す
。
名

は
百も

も

仲な
か

、
通
称
は
五
介
、
字
は
羽
官
、
許
六
は

号
で
、ほ
か
に
五ご

老ろ
う

井せ
い

、風
狂
堂
、如
石
斎
、碌
々

庵
、
無
々
居
士
、
菊
仏
な
ど
、
多
く
の
号
を
有

し
て
い
ま
し
た
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）、
江

戸
勤
務
と
な
っ
た
許
六
は
、
松
尾
芭
蕉
の
門
を

叩
い
て
念
願
の
弟
子
と
な
り
ま
し
た
。
直
接
の

交
流
は
一
年
足
ら
ず
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
芭

蕉
晩
年
の
高
弟
と
し
て
、
蕉
門
十
哲
の
一
人
に

も
数
え
ら
れ
ま
す
。

許
六
は
俳
諧
だ
け
で
な
く
画
も
得
意
と
し
ま

し
た
。
江
戸
で
の
任
を
終
え
て
帰
国
す
る
際
に

芭
蕉
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
柴
門
の
辞
（
許
六
離

別
詞
）」
の
中
に
、「
画
は
と
つ
て
予
が
師
と
し
、

風
雅
は
を
し
へ
て
予
が
弟
子
と
す
」
と
い
う
一

文
が
あ
り
ま
す
。
芭
蕉
は
許
六
に
俳
諧
を
教
え
、

画
は
逆
に
許
六
か
ら
教
わ
っ
た
と
い
う
の
で

す
。後

世
の
記
録
に
な
り
ま
す
が
、
浅
岡
興
禎
編

『
古
画
備
考
』
に
、
許
六
が
「
永
真
門
葉
」
で

あ
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
永
真
と
は
、
狩
野
宗
家

で
あ
る
中
橋
狩
野
家
の
祖
、
狩
野
安
信
を
指
し

ま
す
。
許
六
は
家
督
相
続
以
前
の
延
宝
四
年

（
一
六
七
六
）
と
翌
五
年
の
二
度
に
わ
た
り
父
の

江
戸
勤
務
に
同
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

時
に
学
ん
だ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
一
介
の

藩
士
が
狩
野
宗
家
か
ら
画
を
直
接
学
ん
だ
と
は

考
え
に
く
く
、
あ
る
い
は
そ
の
弟
子
筋
か
ら
学

ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、「
門
人
」

で
は
な
く
「
門
葉
」
と
あ
る
の
は
、
専
門
の
絵

師
と
し
て
で
は
な
い
立
場
で
の
学
習
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
す
。

許
六
自
身
が
記
し
た
「
五
老
井
ノ
記
」

（
一
六
九
三
）
に
、「
文
画
に
僻
す
る
こ
と
二
十

余
年
」
と
あ
り
ま
す
。
当
時
許
六
は
三
十
八
歳
、

既
に
十
代
の
頃
に
は
俳
諧
や
画
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
彼
に
画
の
手

ほ
ど
き
を
し
た
の
は
、父
、与
次
右
衛
門
で
あ
っ

た
可
能
性
が
指
摘
で
き
ま
す
。
許
六
は
父
よ
り

宝
蔵
院
流
槍
術

を
習
い
、
天
和

二
年（
一
六
八
二
）

に
は
自
筆
の
伝

書
を
授
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
巻
頭
に
見

え
る
龍
や
虎
の

画
は
、
江
戸
の

狩
野
派
の
風
で

慣
れ
た
筆
致
で

描
か
れ
て
お
り
、

父
も
ま
た
、
画

を
一
定
程
度
以

上
習
得
し
て
い

た
と
み
ら
れ
る
の
で
す
。
許
六
は
若
く
し
て
画

の
基
礎
を
備
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
江
戸
で
本

流
筋
か
ら
学
ぶ
機
会
を
捉
え
た
と
見
る
こ
と
も

で
き
る
で
し
ょ
う
。

現
存
が
確
認
で
き
る
許
六
の
画
を
通
覧
す
る

と
、
手
本
を
よ
く
学
習
し
た
と
み
ら
れ
る
、
狩

野
派
の
枠
に
し
っ
か
り
お
さ
ま
っ
た
画
と
、
洒

脱
な
感
覚
の
画
と
が
あ
り
ま
す
。
狩
野
派
系
の

画
は
、
柔
ら
か
み
の
あ
る
太
い
筆
線
を
所
々
に

用
い
た
も
の
が
多
く
、
安
信
画
の
流
れ
を
確
実

に
継
承
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

許
六
は
ま
た
、
中
国
の
画
論
も
熱
心
に
学
ん

で
い
た
よ
う
で
、
自
分
な
り
に
咀
嚼
し
た
画
論

を
著
す
ほ
ど
で
し
た
。
彼
が
最
も
重
視
し
た
の

は
、
唐
の
王
維
の
画
論
を
も
と
と
し
た
「
詩
画

一
致
」
で
す
。
許
六
は
詩
を
俳
諧
に
置
き
換
え

て
、
俳
諧
と
画
と
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
考
え
を
提
唱
、
色
々
な
俳
文
で
言
葉
を
変
え

な
が
ら
も
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
ま

す
。こ

の
詩
歌
俳
諧
と
画
の
一
致
と
い
う
考
え
か

ら
、
自
身
の
画
の
神
髄
は
俳
画
で
あ
る
と
考
え

て
い
た
の
で
し
ょ
う
、
常
々
、
世
の
画
を
描
く

人
は
風
姿
の
み
を
描
い
て
風
情
を
知
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
（
渡

辺
吾
仲
『
柿
表
紙
』（
一
七
〇
二
）
跋
）。
俳
画
と

い
う
と
、
文
人
が
心
に
任
せ
て
描
く
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
許
六
は
、
絵
師
で
あ
る
と
い

う
自
負
も
併
せ
持
っ
て
い
た
気
配
が
あ
り
ま

す
。
俳
文
「
画
楼
絵
合
ノ
序
」
の
中
で
、「
布
袋・

福
禄
寿
の
二
筆
を
お
ぼ
へ
て
、
あ
つ
ぱ
れ
画
師

の
一
列
に
入
」
と
あ
り
ま
す
。
一
般
論
の
文
脈

で
述
べ
て
い
る
の

で
す
が
、
中
国
の

神
仏
や
人
物
は
漢

画
を
基
調
と
す
る

狩
野
派
の
好
画
題

で
、
許
六
も
こ
の

種
の
画
を
描
い
て

い
ま
す
。
自
身
も

画
師
（
絵
師
）
の
仲

間
入
り
を
果
た
し

て
い
る
と
自
負
し

て
い
た
こ
と
を
暗

に
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

（
髙
木
文
恵
）

研
究
余
録

金
亀
玉
鶴

森
川
許
六
筆
「
臨
済
栽
松
・
丹
霞
焼
仏
図
」　

彦
根
・
龍
潭
寺
蔵

森
川
許
六
筆
「
百
華
賦
」
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修理完成記念講演会「よみがえった雛人形～文化財修理の最前線～よみがえった雛人形～文化財修理の最前線～」
　講師：坂田 さとこ氏（坂田墨珠堂 代表取締役社長）、奥田 晶子（当館学芸員）
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テーマ展  ギャラリートークテーマ展  ギャラリートーク
講師：茨木 恵美（当館学芸員）

 22(土) 14:00～

講演会 １(土) 14:00～

3月11日(火) メンテナンス休館

3月17日(月)～3月19日(水)
リニューアルオープン準備休館

彦根藩資料調査研究会　公開研究会「「儀礼・儀礼・ 贈答からみる殿様の姿」贈答からみる殿様の姿」
　登 者：外部研究員、当館学芸員 16(日) 13:00～

■日時　3 月 16 日（日）13:00 ～ 16:30　＊受付 12:30 ～

■受講料　500 円　　■会場　当館能舞台正面見所　

■定員　60 名（当日受付・先着順）

＊詳細は当館 HP をご覧ください。

「殿様の日常生活」の解明に向けた外部研究員との共同研究に
よって明らかになった表御殿における儀礼や贈答について、
井伊家 10 代直

な お

幸
ひ で

の時期を中心に紹介します。
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特別公開  ギャラリートーク特別公開  ギャラリートーク
講師：髙木 文恵（当館学芸員）

 26(土) 14:00～

テーマ展  ギャラリートークテーマ展  ギャラリートーク
講師：奥田 晶子（当館学芸員）

 17(土) 14:00～

テーマ展関連講座「湖東焼　湖東焼　蒐蒐
しゅうしゅう

集集
しゅうしゅう

と研究の 100年と研究の 100年」　講師：奥田 晶子（当館学芸員）講座 3１(土) 14:00～

当館の事業をサポートいただく支援スタッフを募集します。

■内容　①教育普及事業　小学生対象体験講座の運営スタッフ

　　　　　（体験メニューの準備、指導補助）

　　　　②調査研究事業　古文書解読ボランティア

　　　　　（彦根藩井伊家文書等の古文書解読）

* 当館開催教室「古文書のみかた」を修了された方、

または同程度の解読力を有する方が対象です。

■定員　各 10 名程度（先着順）

■申込方法　「支援スタッフ係」まで、電話にてご応募ください。

　　　　　　（8 時 30 分～ 17 時）

■申込期間　3 月 1 日（土）～ 15 日（土）

　＊①・②を兼ねて登録していただくことも可能です。

＊教室　古文書のみかた＊＊教室　古文書のみかた＊＊令和 7 年度支援スタッフを募集します＊＊令和 7 年度支援スタッフを募集します＊

教室教室  古文書のみかた 初級編① ７ (土) 10:00～

教室教室  古文書のみかた 初級編② 21 (土) 10:00～

■日時　5 月 31 日（土）14:00 ～ 15:30　＊受付 13:30 ～

■資料代　100 円　　■会場　当館講堂　

■定員　50 名（当日受付・先着順）

江戸時代に彦根で産声を上げ、彦
ひ こ

根
ね

藩
は ん

窯
よ う

として隆盛した湖東焼
は、明治時代に窯が廃止された後も、多くの人を魅了してきま
した。その蒐集と研究の歴史を紹介します。

5月14日(水)～5月15日(木)　休館

6月18日(水)　一部休室
6月19日(木)～6月20日(金)　休館

古文書解読を基礎から学ぶ「古文書のみかた 初級編」を開催します。

■開講日時　6月7日・21日、7月5日・19 日、8月 9 日・23 日

　　　　　　(いずれも土曜日 )　10:00 ～12:00

■資料代　500 円　　■会場　当館講堂

■定員　35 名　＊事前申込制、応募者多数の場合は抽選

■申込方法　①②いずれかの方法でお申し込みください。

①彦根市電子申請サービスから申込（１人1回まで）

②往復はがき (1人1通 ) 往信裏面に住所・氏名・電話番号を、返

信  宛名面に住所・氏名を明記し、「古文書のみかた」係に郵送

■申込期間　4 月 1 日 ( 火 ) ～ 18 日 ( 金 )　＊必着

■その他　「古文書のみかた 中級編」は、開催は 9 月から 12 月、

募集は 7 月の予定です。

催し リニューアルオープン記念イベント

■講師　茨木 恵美（当館学芸員）

■時間　①午前の部：10:00 ～ 11:00

　　　　②午後の部：14:00 ～ 15:00

＊同内容

■参加費　無料（観覧料が必要）

■会場　当館展示室、能舞台

■定員　各部 10 名

　　　　＊事前申込制、応募者多数の場合は抽選

■申込方法　彦根市電子申請サービスから申込（1 人 1 回）

■申込期間　2 月 21 日 ( 金 ) ～ 3 月 5 日 ( 水 )

江戸時代に建てられた由緒ある能舞台に、実際に上がる
ことができる特別な見学会です。あわせて展覧会の解説
も行います。

②　体感！大名家の能舞台体感！大名家の能舞台

 20(木・祝) 

①　リニューアルオープン記念セレモニーリニューアルオープン記念セレモニー

■時間　9:00 ～（どなたでもご覧いただけます）

■会場　当館ロビー

ミュージアムショップ・常設展示等がリニューアルする
ことを記念し、記念セレモニーを開催します。当日は、
ひこにゃんとわるにゃんこ将軍も遊びに来ます！

4月21日(月)～4月22日(火)　休館
4月23日（水）　一部休室

21


